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【技術の概要】 

本技術は、既設コンクリート躯体に専用の治具により

円錐形拡径形状に削孔した後、その孔内にスタッド溶接

により円形の定着板を端部に接合した異形鉄筋（以下、

アンカー筋）を挿入し、両者の間隙に高強度無収縮グラ

ウト材を充填することでアンカー筋を定着する工法であ

る。 

 

【改定の内容】 

新規：GBRC 性能証明 第21-03号（2014年6月18日） 

改定1：GBRC 性能証明 第21-03号 改1（2025年9月22日） 

・アンカーボルト M16 を追加 

・適用部位に小梁、スラブ、鉄骨階段、間柱鉄骨、設

備基礎を追加 

・横向き施工を追加 

・せん断耐力評価式を追加 

・引抜耐力式における複数本配置の低減係数を追加 

・へりあき、はしあきの規定を見直し 

・長期引張荷重が作用する場合のアンカー筋有効定着

長さを規定 

 

【技術開発の趣旨】 

従来、躯体のコンクリート硬化後にアンカー筋を固着

させる施工法には種々の工法が提案されているが、いず

れの工法も円柱形状に削孔された孔にアンカー筋を挿入

するものであり、アンカー筋の付着破壊に対しては、接

着剤もしくは充填材と既設コンクリートの付着強度に大

きく依存する。本工法はこれらの点を踏まえ、円柱形状

の削孔部に円錐形の拡径形状を形成することで、充填材

とコンクリートの付着強度に加え、充填材の拡径部のせ

ん断抵抗力を加味することができ、アンカー筋の定着耐

力を高めることを意図して開発されている。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、以下の通りであ

る。 

申込者が提案する「竹中式あと定着アンカー工法 設

計・施工指針」に従って設計・施工されたアンカー筋の

定着部は、同指針で定める長期許容耐力、短期許容耐力

および終局耐力を有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 工法の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)無開口耐震壁の壁筋   (b)非耐震壁の壁筋 

 

 

 

 

(c)大梁に定着する   (d) 大梁、小梁に定着する 

小梁主筋         スラブ筋 

 

 

 

 

 

    (e)間柱鉄骨      (f)鉄骨階段 

図-2 適用範囲例 

 

【本技術の問合せ先】 
株式会社竹中工務店      担当者：濱田 明俊  E-mail：hamada.akitoshi@takenaka.co.jp 

〒541-0053 大阪市中央区本町 4-1-13            TEL：06-6263-9749    FAX：06-6263-9712 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造部材 

異形鉄筋 

定着板（円形） 

グラウトモルタル 
（高強度，無収縮）

孔あけ（円筒形） 

拡径形状（円錐形） 

定着板 

異形鉄筋 拡径形状 

孔あけ 

 

※ただし、跳ね出し部材は適用対象外 

：新築建築物への適用は対象外とする 

※ただし、長期荷重の負担は不可 


